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麦マルチを活用 したカポチャ栽培技術
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1 は じめに                      耕種概要 :カポチヤは、4/26播種、プ
"定

植、8/8～ 15

収穫。畦間 25m、 株間 lm、 1条植。

近年、中山間地域では、耕作放棄地の増加が問題とな       大麦は、4/30播種 (畦間に散播後撹拌覆土)、

つている。そこで、利用促進の一手段として、土地利用       7月 1半旬座止。

型作物であるカポチヤの省力的な栽培法の確立を試みた。      施肥量 N15‐P20515‐K2015堆肥 300住g/an

カポチャ栽培では、畦間に敷き葉をするが、薬や労力の       基肥は 480にベッド部分に施肥、追肥は N

不足のために行われていない場合が多 く、その代わ りと       成分で半量を 7/8に 畦間に施肥。

して除草剤や樹脂製マット等を利用している。そこで、   区の構成 :麦マルチ (大麦の播種量 05・ 10・ 15〈kg/D

敷き藁に比べて省力的な麦マルチ栽培法について検討し       ×全量基肥・基肥+追肥)区、敷き薬区、裸

た。麦マルチ栽培法とは、春期に播種した大麦が出穂前       地+除草剤区の計 8区。

に枯死してしまうという大麦の座止現象を利用したもの

である (写真 1)。                   3 試験結果及び考察

本試験では、大麦の播種時期、座止時期及び播種量を

検討するとともに、麦マルチ栽培法におけるカポチヤヘ  (1)大麦の播種期及び座上期

の施肥法について検討した。               大麦は、4月 中旬から6月 中旬に播種した場合、7月 1

半旬前後に座上した。座上期の大麦の乾物重は、2001年

2 試験方法                      4月 16日播種区 (描種後、少雨のために苗立数が少なか

つた。)を除いて、播種期が早い区ほど多く、4月 中旬～

(1)大麦の播種期及び座上期の試験            5月 中旬播種区で200～ 350g/1n2、 5月下旬～6月 中旬播

大麦を4月 中旬から6月 中旬まで 10日 ～14日間隔で  種区で20～ 150g/n12で ぁった (表 1)。

播種し、座上期及び生育を調査した。

試験場所 :福島県農業試験場本場 露地圃場       (2)大 麦の播種量とカボチャヘの■llE法

供試品種 :(2000年 )「ぺんけいむざ」、「ハマユタカ」    畦間の雑草発生量は、大麦の描種量が多いほど減少す

〈2001年)「ハマユタカ」           る傾向がみられ、麦の播種量 10～ 1 5kg/a区 において敷

耕種概要 :(2000年 )播種量 0 8kg/a、 条播(条間 30cm)  き藁区と同等以下となった (表 2)。

(2001年)播種量 1 2kgノ a、 条播條 間30cm)   カポチャの収量は、麦マルチ区より敷き藁区及び裸地

播種期 :(2000年)4/14、 426、 フ9、 5′19、 5/29     +除草剤区が高く、麦マルチ区の中では、全量基肥区よ

0001年)4/16、 5/7、 5/28、 6/18        り基肥+追肥区が高かつた。また、麦の播種量別ではカ

ポチヤの収量に差はみられなかった (表 3)。

(2)大麦の播種量とカボチャヘの施肥法の試験

大麦の播種量の違いによる雑草発生量を検討した。ま  (3)畦間被覆資材と作業時間

た、麦マルチ栽培法では、畦間追肥を主体にすると、座   麦マルチと敷き藁に要する作業時間を比較したところ、

止前の麦に吸収される可能性があるため、ベッド部分へ  麦マルチは敷き藁に比べて作業時間が大幅に削減された

の全量基肥施用を行い、カボチャヘの効率的な施肥方法  (表 4)。

を検討した。

試験場所 :福島県農業試験場本場 露地固場

試験年次 :2002年

供試品種 :カ ポチャ「九重栗」、大麦「ハマユタカ」
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4 まとめ

以上の結果より、福島農試における大麦の播種時期は、

1318   +分な生育量が得られる5月 中旬までが適当と考えられ

4248   た。2000年及び2001年の本場における5月 中旬 (5/15)

～7月 1半旬(7/5)ま での積算気温は、それぞれ 10448° C、

10450° Cであつた。また、大麦の播種量は、雑草抑制の

面から見て 10～ 1 5kg/aが適当で、カボチヤヘの施肥法

は、全量基肥 (溝施肥)よ りも追肥施用が適していた。

麦マルチを活用した栽培法は、敷き藁や除草剤を使用

しないため省力化及び環境負荷軽減技術として、耕作放

棄地等でのカポチヤ栽培に有効である。

麦マルチ

敷き藁

45
28

528   67  7月 2半句  213

〃  敷わら       一   -  2351※   87   155
※敷わらの重量

裸地+除草剤

写真 1 座上した麦の上に着果 したカポチヤ
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